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大
分
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
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る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

○
教
育
委
員
会
規
則

　

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号

　
　
　
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　
る
規
則

　

（
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県

　

教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
八
条
の
二
第
三
項
中
「
の
指
定
期
間
」
を
「
に
規
定
す
る
指
定
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中

　

「
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」
を
削
る
。

　
　

第
八
条
の
三
第
二
項
中
「
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」

　

を
「
に
つ
き
」
に
、
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に

　

掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
第
一
号
部
分
休
業
」
と
い

　

う
。
）
」
に
、
「
の
育
児
時
間
」
を
「
に
規
定
す
る
育
児
時
間
（
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。
）
」

　

に
、
「
の
規
定
に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
」
を
「
に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
次
条
第
一
項
第
一
号

　

に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
第
一
号

　

子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
当
該
部
分
休
業
」
を
「
当
該
第
一
号
部
分
休
業
」
に
、
「
当

　

該
子
育
て
部
分
休
暇
」
を
「
当
該
第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
に
改
め
る
。

　
　

第
八
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

（
子
育
て
部
分
休
暇
）

　
第
八
条
の
四　

条
例
第
十
一
条
の
四
第
二
項
の
任
命
権
者
が
定
め
る
時
間
は
、
次
に
掲
げ
る
時
間
と
す

　
　

る
。

　
　

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間
（
第
一
号
部
分
休
業
、
育
児
時
間
又
は
条
例
第
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定

　
　
　

す
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
二
時
間
か
ら
当

　
　
　

該
第
一
号
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を

　
　
　

減
じ
た
時
間
）

　
　

二　

一
年
に
つ
き
、
非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
つ
て
は
七
十
七
時
間
三
十
分
、
非
常
勤
職
員
に
あ

　
　
　

つ
て
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間

（
教
育
委
規
則
）
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七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

二

　

２　

第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

　

３　

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
条
例
第
十

　
　

一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
以
下
「
第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）

　
　

の
単
位
は
、
一
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

　
　

号
に
定
め
る
時
間
数
と
す
る
。

　
　

一　

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当

　
　
　

該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数

　
　

二　

第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
残

　
　
　

時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
残
時
間
数

　

（
大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
大

　

分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
が
六
時
間
十
五
分
以
上
で
あ
る
勤
務
日

　

が
あ
る
」
を
「
全
て
の
」
に
改
め
る
。

　

（
大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
大
分

　

県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

別
表
第
二
の
六
の
項
中
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
項
の
休
暇
の
期
間
の
欄
を
次
の

　

よ
う
に
改
め
る
。

任
用
期
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間

二　

一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

　

置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

　

正
後
の
学
校
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
第
八
条
の
四
第
一
項
の
規

　

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時
間
四
十
五

　

分
」
と
、
「
十
を
」
と
あ
る
の
は
「
五
を
」
と
す
る
。

　

（
大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

　

過
措
置
）

３　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

　

正
後
の
大
分
県
教
育
委
員
会
の
任
命
に
係
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
則
別
表
第
二
の
六
の

　

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
八
時
間
四
十

　

五
分
」
と
す
る
。

○
企
業
局
管
理
規
程

　

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
企
業
局
長　
　

渡　
　
　

辺　
　
　

淳　
　
　

一　

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
七
号

　
　
　
大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
企
業
局
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
十
八
条
の
三
第
一
頂
」
を
、
「
配
偶
者
」

の
下
に
「
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を

加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
備
考
を
削
る
。

　

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項

中
「
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」
を
削
る
。

　

第
十
八
条
の
二
第
二
項
中
「
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」
を
削
り
、

「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
又
は
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で

請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
第
一
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
、
」
に
改
め
、

「
平
成
四
年
大
分
県
条
例
第
四
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
「
の
育

児
時
間
」
を
「
に
規
定
す
る
育
児
時
間
（
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。
）
又
は
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る

子
育
て
部
分
休
暇
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間

に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
当
該
部
分
休
業
又
は
当

該
育
児
時
間
」
を
「
当
該
第
一
号
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
に
改

め
る
。

　

第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
分
県
条
例
第
四
号
）
」

（
教
育
委
規
則
・
企
業
局
管
理
規
程
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

三

（
企
業
局
管
理
規
程
・
病
院
局
管
理
規
程
）

を
「
育
児
休
業
条
例
」
に
、
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

２　

子
育
て
部
分
休
暇
の
時
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
ご
と
に
、
一
日

　

又
は
一
年
に
つ
き
次
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
と
す
る
。

　

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間
（
第
一
号
部
分
休
業
、
育
児
時
間
又
は
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介

　
　

護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
二
時
間
か
ら
当
該
第
一
号

　
　

部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時

　
　

間
）

　

二　

一
年
に
つ
き
、
非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
つ
て
は
七
十
七
時
間
三
十
分
、
非
常
勤
職
員
に
あ
つ

　
　

て
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間

３　

第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

　

第
十
八
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４　

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
第
一
項
に
規

　

定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
以
下
「
第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
の
単
位
は
、
一
時
間
と
す

　

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
と
す

　

る
。

　

一　

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該

　
　

勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数

　

二　

第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
残
時

　
　

間
数
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
残
時
間
数

　

第
十
八
条
の
五
を
第
十
八
条
の
六
と
す
る
。

　

第
十
八
条
の
四
第
一
項
中
「
申
告
、
請
求
又
は
申
出
（
次
条
に
お
い
て
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。
）
」
を

削
り
、
同
条
を
第
十
八
条
の
五
と
し
、
第
十
八
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
）

第
十
八
条
の
四　

企
業
局
長
は
、
育
児
休
業
条
例
第
九
条
の
二
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
同
条
の

　

規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に

　

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
出
生
時
両
立
支

　
　

援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

　

二　

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出
（
以
下
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
申
出

　
　

職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

　

三　

育
児
休
業
条
例
第
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申

　
　

出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予

　
　

想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出

　
　

職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

２　

企
業
局
長
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
職
員
」
と
い

　

う
。
）
に
対
し
て
、
企
業
局
長
が
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
育
児
期
両
立
支

　
　

援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

　

二　

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

　

三　

対
象
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員
の
家
庭
の
状
況
に

　
　

起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と

　
　

な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

３　

企
業
局
長
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取
扱
い
に

　

当
た
つ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日

　

か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

　

お
け
る
改
正
後
の
第
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
七
十
七
時
間

　

三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
と
、
「
十
を
」
と
あ
る
の
は
「
五
を
」
と
す
る
。

３　

企
業
局
長
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
改
正
後
の
第
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同

　

項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、

　

施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

○
病
院
局
管
理
規
程

　

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　

大
分
県
病
院
局
長　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

昌　
　
　

司　

大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
七
号

　
　
　
大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

四

　

大
分
県
病
院
局
職
員
就
業
規
程
（
平
成
十
八
年
大
分
県
病
院
局
管
理
規
程
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
中
「
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
の
三
第
一
項
」
を

加
え
る
。

　

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項

中
「
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
を
削
る
。

　

第
十
九
条
の
二
第
二
項
中
「
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」

を
「
に
つ
き
」
に
、
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
掲

げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
第
一
号
部
分
休
業
」
と
い

う
。
）
」
に
、
「
の
育
児
時
間
又
は
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
」
を
「
に
規

定
す
る
育
児
時
間
（
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。
）
又
は
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇

（
次
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
も
の
に
限

る
。
以
下
「
第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
当
該
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当

該
子
育
て
部
分
休
暇
」
を
「
当
該
第
一
号
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
第
一
号
子
育
て
部
分
休

暇
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

　

第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　

子
育
て
部
分
休
暇
の
時
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
ご
と
に
、
一
日

　

又
は
一
年
に
つ
き
次
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
と
す
る
。

　

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間
（
第
一
号
部
分
休
業
、
育
児
時
間
又
は
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介

　
　

護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
二
時
間
か
ら
当
該
第
一
号

　
　

部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時

　
　

間
）

　

二　

一
年
に
つ
き
、
非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
っ
て
は
七
十
七
時
間
三
十
分
、
非
常
勤
職
員
に
あ
っ

　
　

て
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間

３　

第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

４　

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
第
一
項
に
規

　

定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
以
下
「
第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
の
単
位
は
、
一
時
間
と
す

　

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
と
す

　

る
。

　

一　

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

　
　

勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数

　

二　

第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
残
時

　
　

間
数
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
残
時
間
数

　

第
十
九
条
の
五
を
第
十
九
条
の
六
と
す
る
。

　

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
申
告
、
請
求
又
は
申
出
（
次
条
に
お
い
て
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。
）
」
を

削
り
、
同
条
を
第
十
九
条
の
五
と
し
、
第
十
九
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
）

第
十
九
条
の
四　

病
院
局
長
は
、
育
児
休
業
条
例
第
九
条
の
二
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
条
の

　

規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に

　

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
出
生
時
両
立
支

　
　

援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

　

二　

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出
（
以
下
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
申
出

　
　

職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

　

三　

育
児
休
業
条
例
第
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
申

　
　

出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予

　
　

想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出

　
　

職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

２　

病
院
局
長
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
職
員
」
と
い

　

う
。
）
に
対
し
て
、
病
院
局
長
が
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
育
児
期
両
立
支

　
　

援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

　

二　

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

　

三　

対
象
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員
の
家
庭
の
状
況
に

　
　

起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障
と

　
　

な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

３　

病
院
局
長
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取
扱
い
に

　

当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
程
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日

　

か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

（
病
院
局
管
理
規
程
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

五

２　

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
第
十
九
条
の
三

　

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八

　

時
間
四
十
五
分
」
と
、
「
十
を
」
と
あ
る
の
は
「
五
を
」
と
す
る
。

３　

病
院
局
長
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
改
正
後
の
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同

　

項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、

　

施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

○
訓
　
　
令
　
　
甲

大
分
県
訓
令
甲
第
十
七
号

本　
　
　
　
　

庁　

地　

方　

機　

関　

　

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

別
表
第
三
の
六
の
項
中
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
項
の
休
暇
の
期
間
の
欄
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

任
用
期
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間

二　

一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
別
表
第
三
の
六

　

の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
八
時
間
四

　

十
五
分
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
訓
令
甲
第
十
八
号

本　
　
　
　
　

庁　

地　

方　

機　

関　

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
が
六
時
間
十
五
分
以
上
で
あ
る
勤
務
日
が

あ
る
」
を
「
全
て
の
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
教
育
委
員
会
訓
令
甲

大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
一
号

教　
　

育　
　

庁　

教　

育　

機　

関　

　

大
分
県
教
育
庁
等
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

　

別
表
第
一
の
十
六
の
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
の
義
務
教
育
課
の
部
の
二
の
項
中
「
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
」
」
の
下
に
「
、
大
分
県
立
学
校

管
理
規
則
を
「
管
理
規
則
」
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
八
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
二
十
一

号
と
し
、
第
十
六
号
を
第
二
十
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
八　

管
理
規
則
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
準
教
科
書
の

　

使
用
届
を
受
理
す
る
こ
と
。

十
九　

管
理
規
則
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
教
科
書
及
び

　

準
教
科
書
以
外
の
教
材
使
用
届
を
受
理
す
る
こ
と
。

班
総
括

班
総
括

　

別
表
第
二
の
義
務
教
育
課
の
部
の
二
の
項
中
第
十
五
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で

を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七　

無
償
措
置
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
の

教
育
長

（
病
院
局
管
理
規
程
・
訓
令
甲
・
教
育
委
訓
令
甲
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

六

（
教
育
委
訓
令
甲
）

　

意
見
を
聴
い
て
、
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
に
お
い
て
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
採
択

　

を
行
う
こ
と
。

八　

無
償
措
置
法
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
に
お
い
て
使

　

用
す
る
教
科
用
図
書
の
種
類
等
の
公
表
を
行
う
こ
と
。

課　

長

　

別
表
第
二
の
義
務
教
育
課
の
部
の
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学

　

校
の
生
徒
の
募
集
に
関

　

す
る
事
務

一　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
募
集
要
項
を
決
定
す

　

る
こ
と
。

二　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
の
募
集
に
関
す
る
説

　

明
会
そ
の
他
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

教
育
長

課　

長

　

別
表
第
二
の
義
務
教
育
課
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学

　

校
の
休
業
日
に
関
す
る

　

事
務

　
　

こ
の
項
中
大
分
県
立

　

学
校
管
理
規
則
を
「
規

　

則
」
と
い
う
。

一　

規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
業
日
に

　

授
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
承
認
す
る
こ
と
。

二　

規
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
業
日
の

　

変
更
届
を
受
理
す
る
こ
と
。

三　

規
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
業
日
に

　

授
業
を
行
い
、
又
は
授
業
日
に
休
業
す
る
こ
と
に
つ
い

　

て
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

四　

規
則
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
時
休
業

　

日
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

課　

長

班
総
括

班
総
括

班
総
括

五　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学

　

校
の
校
外
行
事
に
関
す

　

る
事
務

　
　

こ
の
項
中
大
分
県
立

　

学
校
管
理
規
則
を
「
規

　

則
」
と
い
う
。

一　

規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
先
が

　

国
外
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て
承
認
す
る
こ
と
。

二　

規
則
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

　

き
、
旅
行
先
が
国
内
の
修
学
旅
行
及
び
修
学
旅
行
以
外

　

の
校
外
行
事
に
つ
い
て
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

三　

修
学
旅
行
計
画
案
を
受
理
し
、
及
び
修
学
旅
行
具
体

　

計
画
案
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
受
け
る
こ
と
。

四　

修
学
旅
行
終
了
報
告
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

課　

長

課　

長

班
総
括

班
総
括

六　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学

　

校
の
教
科
及
び
教
育
課

　

程
に
関
す
る
事
務

　
　

こ
の
項
中
大
分
県
立

　

理
規
則
」
、
大
分
県
立

一　

管
理
規
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育

　

課
程
に
つ
い
て
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

二　

学
則
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
期
に
つ

　

い
て
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

課　

長

課　

長

　

中
学
校
学
則
（
平
成
十

　

八
年
大
分
県
教
育
委
員

　

会
規
則
第
十
五
号
）
を

　

「
学
則
」
と
い
う
。

七　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学

　

校
の
学
校
運
営
協
議
会

　

に
関
す
る
事
務

　
　

こ
の
項
中
大
分
県
立

　

学
校
に
お
け
る
学
校
運

　

営
協
議
会
の
設
置
及
び

　

運
営
に
関
す
る
規
則

　

（
平
成
二
十
六
年
大
分

　

県
教
育
委
員
会
規
則
第

　

十
号
）
を
「
規
則
」
と

　

い
う
。

一　

規
則
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
運
営

　

協
議
会
の
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
。

二　

規
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
運
営

　

協
議
会
の
委
員
を
解
任
す
る
こ
と
。

三　

規
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
運

　

営
協
議
会
に
対
し
て
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

教
育
長

教
育
長

課　

長

　

別
表
第
二
の
特
別
支
援
教
育
課
の
部
の
十
の
項
中
「
（
平
成
二
十
六
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十

号
）
」
を
削
る
。

　

別
表
第
二
の
高
校
教
育
課
の
部
の
三
の
項
中
「
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
事
務
」
を
「
県
立
大

分
豊
府
中
学
校
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
事
務
」
に
改
め
、
同
項
の
第
一
号
中
「
県
立
中
学
校
入
学
者
選
抜
要

項
」
を
「
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
入
学
者
選
抜
要
項
」
に
改
め
、
同
項
の
第
三
号
中
「
県
立
中
学
校
入
学
者

選
抜
」
を
「
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
入
学
者
選
抜
」
に
改
め
、
同
部
の
五
の
項
中
「
県
立
中
学
校
」
を
「
県

立
大
分
豊
府
中
学
校
」
に
改
め
、
同
部
の
六
の
項
中
「
校
外
行
事
に
関
す
る
」
を
「
県
立
高
等
学
校
及
び
県

立
大
分
豊
府
中
学
校
の
校
外
行
事
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
項
の
第
一
号
中
「
班
総
括
」
を
「
課
長
」
に
改

め
、
同
項
の
第
二
号
中
「
第
四
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四
項
」
を
加
え
、
「
班
総
括
」
を
「
課
長
」

に
改
め
、
同
部
の
七
の
項
中
「
特
別
支
援
学
校
」
の
下
に
「
及
び
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
」
を
加
え
、
同
項

の
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
県
立
の
中
学
校
」
を
「
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
」
に
改
め
、
同
項
の
第
五
号
中

「
県
立
学
校
」
を
「
県
立
高
等
学
校
」
に
改
め
、
同
部
の
八
の
項
中
「
教
科
及
び
」
を
「
県
立
高
等
学
校
及

び
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
の
教
科
及
び
」
に
、
「
学
則
」
」
を
「
高
校
学
則
」
、
大
分
県
立
中
学
校
学
則
を

「
中
学
校
学
則
」
」
に
改
め
、
同
項
の
第
四
号
中
「
学
則
第
六
条
第
三
項
」
を
「
高
校
学
則
第
六
条
第
三
項

及
び
中
学
校
学
則
第
五
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
三
の
二
の
部
の
五
の
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

七

（
教
育
委
訓
令
甲
・
警
察
本
部
訓
令
）

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
二
号

本　
　
　
　
　

庁　

県　

立　

学　

校　

　

大
分
県
立
学
校
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
十
三
年
大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

　

別
表
第
二
の
九
の
項
の
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
転
学
」
の
下
に
「
、
休
学
」
を
加
え
、
同
項
中
第
六
号
を

第
九
号
と
し
、
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五　

学
則
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
学
を
許
可
す
る
こ
と
。

六　

学
則
第
十
四
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
学
を
取
り
消
す
こ
と
。

七　

学
則
第
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
復
学
を
許
可
す
る
こ
と
。

校　
　

長

校　
　

長

校　
　

長

　

別
表
第
二
の
二
十
九
の
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
警
察
本
部
訓
令

⑴
　

１
日

に
つ

き
２

時
間

⑵
　

１
年

に
つ

き
77時

間
30分

　
　
　
附
　
則

　
（

施
行

期
日

）
１

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
７

年
10月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
　

（
経

過
措

置
）

２
　

こ
の

訓
令

の
施

行
の

日
か

ら
令

和
８

年
３

月
31日

ま
で

の
間

に
お

け
る

こ
の

訓
令

に
よ

る
改

正
後

の
別

　
表

第
２

の
６

の
項

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

同
項

中
「

77時
間

30分
」

と
あ

る
の

は
「

38時
間

45
　

分
」

と
す

る
。

　
　

　
　

　
　

　
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
28号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
職

員
の

休
日

休
暇

及
び

勤
務

時
間

等
に

関
す

る
条

例
施

行
規

程
（

平
成

７
年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
甲

第
16号

）
の

一
部

を
次

の
よ

う
に

改
正

す
る

。
　

　
令

和
７

年
９

月
30日

大
分

県
警

察
本

部
長

　
幡

　
野

　
　

　
徹

　
　

第
９

条
第

６
項

中
「

、
始

業
の

時
刻

か
ら

連
続

し
、

又
は

終
業

の
時

刻
ま

で
連

続
し

た
」

を
削

る
。

　
第

９
条

の
２

第
２

項
中

「
を

通
じ

、
始

業
の

時
刻

か
ら

連
続

し
、

又
は

終
業

の
時

刻
ま

で
連

続
し

た
」

を
「

に
つ

き
」

に
、

「
第

19条
第

１
項

に
規

定
す

る
部

分
休

業
」

を
「

第
19条

第
２

項
第

１
号

に
掲

げ
る

範
囲

内
で

請
求

す
る

同
条

第
１

項
に

規
定

す
る

部
分

休
業

（
以

下
「

第
１

号
部

分
休

業
」

と
い

う
。

）
」

に
改

め
、

「
規

定
す

る
育

児
時

間
」

の
次

に
「

（
以

下
「

育
児

時
間

」
と

い
う

。
）

」
を

、
「

規
定

す
る

子
育

て
部

分
休

暇
」

の
次

に
「

（
次

条
第

１
項

第
１

号
に

掲
げ

る
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

必
要

と
認

め
ら

れ
る

時
間

に
係

る
も

の
に

限
る

。
以

下
「

第
１

号
子

育
て

部
分

休
暇

」
と

い
う

。
）

」
を

加
え

、
「

当
該

部
分

休
業

」
を

「
当

該
第

１
号

部
分

休
業

」
に

、
「

当
該

子
育

て
部

分
休

暇
」

を
「

当
該

第
１

号
子

育
て

部
分

休
暇

」
に

改
め

る
。

　
第

９
条

の
３

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

　
（

子
育

て
部

分
休

暇
）

第
９
条
の
３

　
条

例
第

13条
の

４
第

２
項

の
任

命
権

者
が

定
め

る
時

間
は

、
次

に
掲

げ
る

時
間

と
す

る
。

　
⑴

　
１

日
に

つ
き

２
時

間
（

第
１

号
部

分
休

業
、

育
児

時
間

又
は

条
例

第
13条

の
３

第
１

項
に

規
定

す
る

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
27号                                                                  警

　
察

　
本

　
部

　
                                                                  警

　
察

　
学

　
校

　
                                                                  警

　
　

察
　

　
署

　
　

大
分

県
警

察
の

臨
時

的
任

用
職

員
の

管
理

に
関

す
る

訓
令

（
昭

和
43年

大
分

県
警

察
本

部
訓

令
第

21号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
　

令
和

７
年

９
月

30日
大

分
県

警
察

本
部

長
　

幡
　

野
　

　
　

徹
　

　
別

表
第

２
の

６
の

項
中

「
一

部
」

を
「

全
部

又
は

一
部

」
に

改
め

、
同

項
の

休
暇

の
期

間
の

欄
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。

任
用

期
間

に
お

い
て

次
に

掲
げ

る
時

間
の

い
ず

れ
か

を
超

え
な

い
範

囲
内

で
必

要
と

認
め

ら
れ

る
時

間



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

八

　
　

介
護

時
間

の
承

認
を

受
け

て
勤

務
し

な
い

時
間

が
あ

る
日

に
つ

い
て

は
、

当
該

２
時

間
か

ら
当

該
第

１
　

　
号

部
分

休
業

、
当

該
育

児
時

間
又

は
当

該
介

護
時

間
の

承
認

を
受

け
て

勤
務

し
な

い
時

間
を

減
じ

た
時

　
　

間
）

　
⑵

　
１

年
に

つ
き

77時
間

30分
２

　
第

１
号

子
育

て
部

分
休

暇
の

単
位

は
、

30分
と

す
る

。
３

　
第

１
項

第
２

号
に

掲
げ

る
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
で

必
要

と
認

め
ら

れ
る

時
間

に
係

る
子

育
て

部
分

　
休

暇
（

以
下

「
第

２
号

子
育

て
部

分
休

暇
」

と
い

う
。

）
の

単
位

は
、

１
時

間
と

す
る

。
た

だ
し

、
次

の
　

各
号

に
掲

げ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定

め
る

時
間

数
と

す
る

。
　

⑴
　

１
回

の
勤

務
に

係
る

日
ご

と
の

勤
務

時
間

に
分

を
単

位
と

し
た

時
間

が
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

　
　

勤
務

時
間

の
全

て
に

つ
い

て
必

要
と

認
め

ら
れ

る
と

き
　

当
該

勤
務

時
間

の
時

間
数

　
⑵

　
第

２
号

子
育

て
部

分
休

暇
の

残
時

間
数

に
１

時
間

未
満

の
端

数
が

あ
る

場
合

で
あ

っ
て

、
当

該
残

時
　

　
間

数
の

全
て

に
つ

い
て

必
要

と
認

め
ら

れ
る

と
き

　
当

該
残

時
間

数
　

第
15条

の
３

第
１

項
中

「
条

例
第

13条
の

４
に

規
定

す
る

子
育

て
部

分
休

暇
」

を
「

第
１

号
子

育
て

部
分

休
暇

」
に

、
「

、
子

育
て

部
分

休
暇

を
行

お
う

」
を

「
所

属
長

に
対

し
、

申
出

を
行

う
と

と
も

に
、

第
１

号
子

育
て

部
分

休
暇

を
受

け
よ

う
」

に
改

め
、

「
所

属
長

に
」

を
削

り
、

同
条

第
３

項
中

「
所

属
長

は
、

」
の

次
に

「
第

１
項

及
び

第
２

項
の

申
出

を
受

理
し

た
場

合
並

び
に

」
を

加
え

、
同

項
を

同
条

第
４

項
と

し
、

同
条

中
第

２
項

を
第

３
項

と
し

、
第

１
項

の
次

に
次

の
１

項
を

加
え

る
。

２
　

職
員

は
、

第
２

号
子

育
て

部
分

休
暇

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

子
育

て
部

分
休

暇
承

認
請

求
書

に
　

よ
り

、
子

育
て

部
分

休
暇

を
始

め
よ

う
と

す
る

１
月

前
ま

で
に

所
属

長
に

対
し

申
出

を
行

う
と

と
も

に
、

　
第

２
号

子
育

て
部

分
休

暇
を

受
け

よ
う

と
す

る
期

間
に

つ
い

て
、

そ
の

都
度

、
所

属
長

に
請

求
し

、
承

認
　

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
第

20条
の

３
中

「
第

19条
か

ら
前

条
ま

で
」

を
「

第
18条

、
第

18条
の

２
、

第
20条

及
び

前
条

」
に

改
め

る
。

　
第

６
号

様
式

の
４

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

（
警
察
本
部
訓
令
）

第
６
号
様
式
の
４

（
第

１
５

条
の

３
関

係
）

（
第

１
面

）
第
６
号
様
式
の
４

（
第
1
5
条
の
３
関

係
）

（
第
１
面

）

年
　
 
 
 
月
　
 
 
 
日

申
出
対
象
期
間

年
度

氏
名

続
柄

変
更
年

月
日

変
更
年

月
日

（
　
所
　
属
　
長
　
）
　
殿

４
　
変
更

 
 
（
第
２
回
目
）

子
育
て

部
分
休

暇
承
認

請
求

書

　
１

　
こ

の
請

求
書

に
は

、
請

求
に

係
る

子
の

氏
名

、
請

求
者

と
の

続
柄

及
び

生
年

月
日

を
証

明
す

る
書

類
（

戸
籍

謄
本

・
抄

本
、

医
師

又
は

助
産

師
が

　
　

発
行

す
る

出
生

（
産

）
証

明
書

、
母

子
健

康
手

帳
の

出
生

届
出

済
証

明
書

、
官

公
署

が
発

行
す

る
出

生
届

受
理

証
明

書
な

ど
の

い
ず

れ
か

）
を

添
付

　
　

す
る

こ
と

（
写

し
で

も
可

）
。

　
２

　
第

１
号

子
育

て
部

分
休

暇
の

承
認

の
請

求
の

場
合

は
第

２
面

、
　

　
　

第
２

号
子

育
て

部
分

休
暇

の
承

認
の

請
求

の
場

合
は

第
４

面
を

こ
の

請
求

書
と

併
せ

て
作

成
す

る
こ

と
。

１
　
請
求
に
係
る
子

２
　
申
出
（
当
初
）

申
出
の
内
容
（

該
当
の
□

に
チ
ェ
ッ

ク
）

 
□

１
日

に
つ

き
２

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

（
第

１
号

）

 
□

１
年

に
つ

き
1
0
日

を
超

え
な

い
範

囲
内

（
第

２
号

）

　
３

　
第

１
号

子
育

て
部

分
休

暇
の

承
認

が
、

職
員

か
ら

の
請

求
に

基
づ

き
取

り
消

さ
れ

た
場

合
は

、
そ

の
旨

を
第

３
面

に
記

入
す

る
こ

と
。

□
１

日
に

つ
き

２
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
 
（

第
１

号
）

□
１

年
に

つ
き

1
0
日

を
超

え
な

い
範

囲
内

 
（

第
２

号
）

□
１

日
に

つ
き

２
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
 
 
（

第
１

号
）

□
１

年
に

つ
き

1
0
日

を
超

え
な

い
範

囲
内

 
 
（

第
２

号
）

３
　
変
更

 
 
（
第
１
回
目
）

所
属
長

決
裁
欄

所
属
長

決
裁
欄

（
請

求
者
）

所
　

属

職

氏
　

名

変
更

後
の

内
容

（
該

当
の

□
に
チ

ェ
ッ
ク

）

生
年

月
日

変
更
が

必
要
な

事
情

の
内

容

変
更
が

必
要
な

事
情

の
内

容

変
更

後
の
内

容
（
該

当
の
□

に
チ
ェ

ッ
ク

）

 
 
 
 
年

 
　

月
　

 
日
生

（
　
　

歳
）所
属

長
決
裁

欄



令
和
七
年
九
月
三
十
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大
分
県
報
号
外

九

（
警
察
本
部
訓
令
）

（
第
２
面
）

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

月
　
　
日

月
　
　
日

か
ら

ま
で

時
　
　
分

時
　
　
分

か
ら

ま
で

備
　
　
考

請
求

者
所

属
長

第
１

号
子

育
て

部
分

休
暇

の
承

認
の

請
求

休
暇

の
承

認
の

請
求

を
す

る
期

間

月
　

日
毎
日
／

曜
日
等

日
付

時
　

間

（
第

３
面
）

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

第
１

号
子

育
て

部
分

休
暇

の
承

認
の

取
消

し

備
　

　
考

日
付

月
　

日
時

　
間

請
求

者
所

属
長

休
暇

の
承

認
の

取
消

し
の

期
間



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

一
〇

　
　
　
附
　
則

　
（

施
行

期
日

）
１

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
７

年
10月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
　

（
経

過
措

置
）

 
２

　
こ

の
訓

令
の

施
行

の
日

か
ら

令
和

８
年

３
月

31日
ま

で
の

間
に

お
け

る
こ

の
訓

令
に

よ
る

改
正

後
の

第
　

９
条

の
３

第
１

項
の

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
同

項
第

２
号

中
「

77時
間

30分
」

と
あ

る
の

は
「

38時
　

間
45分

」
と

す
る

。
３

　
こ

の
訓

令
の

施
行

の
日

か
ら

１
月

の
間

に
子

育
て

部
分

休
暇

を
受

け
る

職
員

に
対

す
る

こ
の

訓
令

に
よ

　
る

改
正

後
の

第
15条

の
３

第
１

項
及

び
第

２
項

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

中
「

子
育

　
て

部
分

休
暇

を
始

め
よ

う
と

す
る

１
月

前
ま

で
」

と
あ

る
の

は
「

事
前

」
と

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
29号

警
　

察
　

本
　

部
　

警
　

察
　

学
　

校
　

警
　

　
察

　
　

署
　

　
職

員
の

育
児

休
業

等
に

関
す

る
条

例
施

行
規

程
（

平
成

20年
大

分
県

警
察

本
部

訓
令

第
９

号
）

の
一

部
を

次
の

よ
う

に
改

正
す

る
。

　
　

令
和

７
年

９
月

30日
大

分
県

警
察

本
部

長
　

幡
　

野
　

　
　

徹
　

　
第

１
条

中
「

平
成

３
年

法
律

第
110号

」
の

次
に

「
。

以
下

「
育

児
休

業
法

」
と

い
う

。
」

を
加

え
る

。
　

第
９

条
及

び
第

10条
を

次
の

よ
う

に
改

め
る

。
　

（
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求
、

第
２

項
申

出
及

び
第

３
項

変
更

の
手

続
並

び
に

承
認

）
第
９
条

　
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求
、

育
児

休
業

法
第

19条
第

２
項

の
規

定
に

よ
る

申
出

（
以

下
「

第
２

項
　

申
出

」
と

い
う

。
）

及
び

同
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
変

更
（

以
下

「
第

３
項

変
更

」
と

い
う

。
）

は
、

　
部

分
休

業
承

認
請

求
書

（
第

４
号

様
式

）
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

２
　

育
児

休
業

法
第

19条
第

２
項

第
１

号
に

掲
げ

る
範

囲
内

で
請

求
す

る
同

条
第

１
項

に
規

定
す

る
部

分
休

　
業

（
以

下
「

第
１

号
部

分
休

業
」

と
い

う
。

）
の

承
認

の
請

求
を

し
よ

う
と

す
る

職
員

は
、

部
分

休
業

承
　

認
請

求
書

に
当

該
請

求
に

係
る

子
の

氏
名

、
職

員
と

の
続

柄
及

び
生

年
月

日
を

証
明

す
る

書
類

を
添

付
　

し
、

部
分

休
業

を
始

め
よ

う
と

す
る

１
月

前
ま

で
に

所
属

長
に

対
し

、
第

２
項

申
出

を
行

う
と

と
も

に
、

　
第

１
号

部
分

休
業

を
行

お
う

と
す

る
期

間
に

つ
い

て
包

括
的

に
請

求
す

る
も

の
と

す
る

。
３

　
育

児
休

業
法

第
19条

第
２

項
第

２
号

に
掲

げ
る

範
囲

内
で

請
求

す
る

同
条

第
１

項
に

規
定

す
る

部
分

休
　

業
（

以
下

「
第

２
号

部
分

休
業

」
と

い
う

。
）

の
承

認
の

請
求

を
し

よ
う

と
す

る
職

員
は

、
部

分
休

業
承

（
警
察
本
部
訓
令
）

（
第
４
面
）

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

第
２

号
子

育
て

部
分

休
暇

の
承

認
の

請
求

休
暇

の
承

認
の

請
求

を
す

る
期

間

時
間

　
分

第
２

号
子

育
て

部
分

休
暇

の
時

間
数

備
　
　
考

日
付

月
　

日
時

　
間

請
求

時
間

数
残

時
間

数
請

求
者

所
属
長



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

一
一

　
認

請
求

書
に

当
該

請
求

に
係

る
子

の
氏

名
、

職
員

と
の

続
柄

及
び

生
年

月
日

を
証

明
す

る
書

類
を

添
付

　
し

、
部

分
休

業
を

始
め

よ
う

と
す

る
１

月
前

ま
で

に
所

属
長

に
対

し
第

２
項

申
出

を
行

う
と

と
も

に
、

第
　

２
号

部
分

休
業

を
行

お
う

と
す

る
期

間
に

つ
い

て
、

そ
の

都
度

、
所

属
長

に
請

求
す

る
も

の
と

す
る

。
４

　
前

２
項

の
規

定
は

、
第

３
項

変
更

を
す

る
場

合
に

つ
い

て
準

用
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
前

２
項

　
中

「
部

分
休

業
を

始
め

よ
う

と
す

る
」

と
あ

る
の

は
「

第
３

項
変

更
後

の
部

分
休

業
を

行
お

う
と

す
る

」
　

と
、

「
第

２
項

申
出

」
と

あ
る

の
は

「
第

３
項

変
更

の
申

出
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

５
　

所
属

長
は

、
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求
に

つ
い

て
、

そ
の

事
由

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
　

き
は

、
当

該
職

員
に

対
し

て
、

証
明

書
類

の
提

出
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

６
　

所
属

長
は

、
職

員
か

ら
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

承
認

す
る

か
ど

う
　

か
を

決
定

し
、

当
該

職
員

に
対

し
て

当
該

決
定

を
通

知
す

る
も

の
と

す
る

。
７

　
所

属
長

は
、

第
２

項
申

出
を

受
理

し
た

場
合

、
第

３
項

変
更

の
申

出
を

受
理

し
た

場
合

及
び

部
分

休
業

　
を

承
認

し
た

場
合

に
は

、
当

該
部

分
休

業
承

認
請

求
書

の
写

し
を

添
付

し
て

、
警

務
部

警
務

課
長

に
報

告
　

す
る

も
の

と
す

る
。

　
（

部
分

休
業

の
失

効
又

は
終

了
の

届
出

）
第
10条

　
部

分
休

業
を

し
て

い
る

職
員

は
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

場
合

に
は

、
遅

滞
な

く
、

育
児

休
業

等
失

　
効

・
終

了
届

に
よ

り
、

所
属

長
に

届
け

出
る

も
の

と
す

る
。

　
⑴

　
産

前
の

休
暇

を
取

得
し

た
場

合
　

⑵
　

出
産

し
た

場
合

　
⑶

　
当

該
部

分
休

業
に

係
る

子
が

死
亡

し
た

場
合

　
⑷

　
当

該
部

分
休

業
に

係
る

子
が

離
縁

又
は

養
子

縁
組

の
取

消
し

に
よ

り
当

該
職

員
の

子
で

な
く

な
っ

た
　

　
場

合
　

⑸
　

当
該

部
分

休
業

に
係

る
子

と
の

親
族

関
係

が
特

別
養

子
縁

組
に

よ
り

終
了

し
た

場
合

　
⑹

　
当

該
部

分
休

業
に

係
る

子
に

つ
い

て
の

民
法

第
817条

の
２

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
請

求
に

係
る

家
　

　
事

審
判

事
件

が
終

了
し

た
場

合
（

特
別

養
子

縁
組

の
成

立
の

審
判

が
確

定
し

た
場

合
を

除
く

。
）

　
⑺

　
当

該
部

分
休

業
に

係
る

子
と

の
養

子
縁

組
が

成
立

し
な

い
ま

ま
児

童
福

祉
法

第
27条

第
１

項
第

３
号

　
　

の
規

定
に

よ
る

措
置

が
解

除
さ

れ
た

場
合

　
⑻

　
当

該
部

分
休

業
に

係
る

子
を

養
育

し
な

く
な

っ
た

場
合

　
⑼

　
当

該
部

分
休

業
に

係
る

子
以

外
の

子
に

つ
い

て
育

児
休

業
の

承
認

の
請

求
を

し
よ

う
と

す
る

場
合

　
⑽

　
当

該
部

分
休

業
に

つ
い

て
第

３
項

変
更

を
し

た
場

合
 

２
　

所
属

長
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

る
届

出
を

受
理

し
た

場
合

に
は

、
当

該
育

児
休

業
等

失
効

・
終

了
届

の
　

写
し

を
添

付
し

て
、

警
務

部
警

務
課

長
に

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。

　
　

第
11条

中
「

前
条

」
を

「
前

条
第

１
項

」
に

改
め

る
。

　
第

２
号

様
式

中
「

□
　

そ
の

他
（

事
由

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
」

を
「

□
　

当
該

部
分

休
業

に
つ

い
て

第
３

項
変

更
を

し
た

。
　

□
　

そ
の

他
（

事
由

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
」

に
改

め
る

。

　
第

４
号

様
式

を
次

の
よ

う
に

改
め

る
。

（
警
察
本
部
訓
令
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

一
二

（
警
察
本
部
訓
令
）

第
４
号
様
式

（
第

９
条

関
係

）
第第
４４
号号
様様
式式
（
第

９
条

関
係

）
（

第
１

面
）

年
　

 
 
 
月

　
 
 
 
日

申
出

対
象

期
間

年
度

氏
名

続
柄

変
更

年
月

日

変
更

年
月

日

（
　

所
　

属
　

長
　

）
　

殿

４
　

変
更

 
 
（

第
２

回
目

）

部
分

休
業

承
認

請
求

書

　
１

　
こ

の
請

求
書

に
は

、
請

求
に

係
る

子
の

氏
名

、
請

求
者

と
の

続
柄

及
び

生
年

月
日

を
証

明
す

る
書

類
（

戸
籍

謄
本

・
抄

本
、

医
師

又
は

助
産

師
が

　
　

発
行

す
る

出
生

（
産

）
証

明
書

、
母

子
健

康
手

帳
の

出
生

届
出

済
証

明
書

、
官

公
署

が
発

行
す

る
出

生
届

受
理

証
明

書
な

ど
の

い
ず

れ
か

）
を

添
付

　
　

す
る

こ
と

（
写

し
で

も
可

）
。

　
２

　
第

１
号

部
分

休
業

の
承

認
の

請
求

の
場

合
は

第
２

面
、

第
２

号
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求
の

場
合

は
第

４
面

を
こ

の
請

求
書

と
併

せ
て

作
成

す
る

こ
と

。

１
　

請
求

に
係

る
子

２
　

申
出

（
当

初
）

申
出

の
内

容
（

該
当

の
□

に
チ

ェ
ッ

ク
）

 
□

１
日

に
つ

き
２

時
間

を
超

え
な

い
範

囲
内

（
第

１
号

）

 
□

１
年

に
つ

き
1
0
日

を
超

え
な

い
範

囲
内

（
第

２
号

）

　
３

　
第

１
号

部
分

休
業

の
承

認
が

、
職

員
か

ら
の

請
求

に
基

づ
き

取
り

消
さ

れ
た

場
合

は
、

そ
の

旨
を

第
３

面
に

記
入

す
る

こ
と

。

□
１

日
に

つ
き

２
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
 
（

第
１

号
）

□
１

年
に

つ
き

1
0
日

を
超

え
な

い
範

囲
内

 
（

第
２

号
）

□
１

日
に

つ
き

２
時

間
を

超
え

な
い

範
囲

内
 
 
（

第
１

号
）

□
１

年
に

つ
き

1
0
日

を
超

え
な

い
範

囲
内

 
 
（

第
２

号
）

３
　

変
更

 
 
（

第
１

回
目

）

所
属
長

決
裁
欄

所
属
長

決
裁
欄

（
請

求
者

）
所

　
属

職

氏
　

名

変
更

後
の

内
容

（
該

当
の

□
に

チ
ェ

ッ
ク

）

生
年

月
日

変
更

が
必

要
な

事
情

の
内
容

変
更

が
必

要
な

事
情

の
内
容

変
更

後
の

内
容

（
該

当
の

□
に

チ
ェ

ッ
ク

）

 
 
 
 
年

 
　

月
　

 
日

生
（

　
　

歳
）所
属

長
決

裁
欄

（
第
２

面
）

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

月
　
　

日

月
　
　

日

か
ら

ま
で

時
　
　

分

時
　
　

分

か
ら

ま
で

備
　

　
考

請
求
者

所
属

長

第
１

号
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求

休
業
の

承
認

の
請

求
を

す
る

期
間

月
　
日

毎
日
／

曜
日
等

日
付

時
　
間

（
第

１
面

）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

一
三

（
警
察
本
部
訓
令
）

（
第

３
面

）

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

月
　

　
日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

第
１

号
部

分
休

業
の

承
認

の
取

消
し

備
　

　
考

日
付

月
　

日
時

　
間

請
求

者
所

属
長

休
業

の
承

認
の

取
消

し
の

期
間

（
第

４
面

）

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

/
月

　
　

日

月
　

　
日

か
ら

ま
で

時
　

　
分

時
　

　
分

か
ら

ま
で

時
間

　
 
分

時
間

　
分

第
２

号
部

分
休

業
の

承
認

の
請

求

休
業

の
承

認
の

請
求

を
す

る
期

間

時
間

　
分

第
２

号
部

分
休

業
の

時
間

数

備
　

　
考

日
付

月
　

日
時

　
間

請
求

時
間

数
残

時
間

数
請

求
者

所
属

長



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

一
四

○
企
業
局
訓
令

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
九
号

本　
　
　
　
　

局　

事　
　

業　
　

所　

　

臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
企
業
局
長　
　

渡　
　
　

辺　
　
　

淳　
　
　

一　

　

別
表
第
三
の
六
の
項
中
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
項
の
休
暇
の
期
間
の
欄
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

任
用
期
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間

二　

一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
別
表
第
三
の
六

　

の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
八
時
間
四

　

十
五
分
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
企
業
局
訓
令
第
十
号

本　
　
　
　
　

局　

事　
　

業　
　

所　

　

大
分
県
企
業
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
企
業
局
訓
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
企
業
局
長　
　

渡　
　
　

辺　
　
　

淳　
　
　

一　

　

第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
が
六
時
間
十
五
分
以
上
で
あ
る
勤
務
日
が

あ
る
」
を
「
全
て
の
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
病
院
局
訓
令

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
七
号

本　
　
　

局　

病　
　
　

院　

　

大
分
県
病
院
局
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
長　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

昌　
　
　

司　

　

別
表
第
三
の
六
の
項
中
「
一
部
」
を
「
全
部
又
は
一
部
」
に
改
め
、
同
項
の
休
暇
の
期
間
の
欄
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

任
用
期
間
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間

二　

一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
別
表
第
三
の
六

　

の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
八
時
間
四

（
警
察
本
部
訓
令
・
企
業
局
訓
令
・
病
院
局
訓
令
）

　
　
　
附
　
則

　
（

施
行

期
日

）
１

　
こ

の
訓

令
は

、
令

和
７

年
10月

１
日

か
ら

施
行

す
る

。
　

（
経

過
措

置
）

２
　

こ
の

訓
令

の
施

行
の

日
か

ら
１

月
の

間
に

部
分

休
業

を
行

う
職

員
に

対
す

る
こ

の
訓

令
に

よ
る

改
正

後
　

の
第

９
条

第
２

項
及

び
第

３
項

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

中
「

部
分

休
業

を
始

め
よ

　
う

と
す

る
１

月
前

ま
で

」
と

あ
る

の
は

「
事

前
」

と
す

る
。



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

一
五

　

十
五
分
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
八
号

本　
　
　

局　

病　
　
　

院　

　

大
分
県
病
院
局
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
二
十
三
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
長　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

昌　
　
　

司　

　

別
表
第
一
の
十
一
の
項
の
次
長
の
欄
第
十
号
及
び
第
十
一
号
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第

六
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
訓
令
第
九
号

本　
　
　

局　

病　
　
　

院　

　

大
分
県
病
院
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
規
程
（
令
和
二
年
大
分
県
病
院
局
訓
令
第
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
病
院
局
長　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

昌　
　
　

司　

　

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
が
六
時
間
十
五
分
以
上
で
あ
る
勤
務
日
が

あ
る
」
を
「
全
て
の
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
病
院
局
訓
令
）


